
8月 （葉月）AUGUST

外国為替証拠金取引のこと。外国為替（外国通貨）の売買によ
り、為替差益や２つの通貨間の金利差から生じる利益を得るのが
投資の目的。少額の証拠金（保証金）を担保にして、多額の取引
ができることや、インターネットを利用して手軽にできることか
ら個人投資家に人気がある反面、リスクもあります。

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

8 2009

ワンポイント

8月の税務と労務

FX取引

国　税／7月分源泉所得税の納付

8月10日

国　税／6月決算法人の確定申告

（法人税・消費税等）8月31日

国　税／12月決算法人の中間申告

8月31日

国　税／9月、12月、3月決算法人

の消費税等の中間申告

（年3回の場合） 8月31日

国　税／個人事業者の消費税等の中

間申告 8月31日

地方税／個人事業税第1期分の納付

都道府県の条例で定める日

地方税／個人住民税第2期分の納付

市町村の条例で定める日
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経
済
環
境
の
厳
し
い
中
、
新
分
野

に
進
出
し
、
経
営
を
安
定
さ
せ
る
一

つ
の
方
法
と
し
て
、
今
回
、
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
へ
の
加
盟
を
と

り
あ
げ
て
み
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
の
現

状
や
開
業
の
ポ
イ
ン
ト
と
と
も
に
、

契
約
相
手
で
あ
る
チ
ェ
ー
ン
本
部
の

実
態
も
紹
介
い
た
し
ま
す
。

１
　
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
と
は

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
（
Ｆ
Ｃ
）
と
は
、

事
業
者
（
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
）
が
、

他
の
事
業
者
（
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
）

と
の
間
に
契
約
を
結
び
、
自
己
の
商

標
や
標
識
お
よ
び
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を

用
い
て
、
同
一
の
イ
メ
ー
ジ
の
も
と

に
商
品
の
販
売
そ
の
他
の
事
業
を
行

う
権
利
を
与
え
、
一
方
、
フ
ラ
ン
チ

ャ
イ
ジ
ー
は
そ
の
見
返
り
と
し
て
一

定
の
対
価
を
支
払
い
、
事
業
に
必
要

な
資
金
を
投
下
し
て
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ザ
ー
の
指
導
・
援
助
の
も
と
に
事
業

を
行
う
両
者
の
継
続
的
な
関
係
を
い

い
ま
す
（
日
本
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ

ェ
ー
ン
協
会
の
定
義
）。

こ
の
こ
と
か
ら
、

①

Ｆ
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
は
、
契

約
に
基
づ
い
て
い
る
。

②

本
部
と
加
盟
店
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
独
立
し
た
経
営
体
と
し
て
「
共

同
事
業
」
を
行
う
の
で
あ
っ
て
、

「
共
同
経
営
」
で
は
な
い
。

③

経
営
の
成
功
・
失
敗
は
、
本
部

の
経
営
は
本
部
の
経
営
者
が
負
い
、

加
盟
店
の
経
営
は
加
盟
店
の
経
営

者
が
負
う
。

こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

２
　
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
ビ
ジ
ネ
ス

の
現
状
と
将
来
性

日
本
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン

協
会
の
統
計
調
査
に
よ
る
と
、
二
〇

〇
七
年
度
に
お
け
る
日
本
国
内
の
Ｆ

Ｃ
チ
ェ
ー
ン
数
は
一
、
二
四
六
チ
ェ

ー
ン
（
前
年
比
五
二
チ
ェ
ー
ン
増
加
）、

店
舗
数
は
二
三
万
五
、
六
八
六
店

（
同
二
四
六
店
増
加
）、
売
上
高
は
二

〇
兆
三
、
〇
三
七
億
円
（
同
七
、
〇

〇
二
億
円
増
加
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

業
種
別
に
み
る
と
、
小
売
業
は
三

四
〇
チ
ェ
ー
ン
・
八
万
五
、
三
三
三

店
舗
（
う
ち
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
は
三
五
チ
ェ
ー
ン
・
四
万
三
、
二

二
八
店
舗
）、
外
食
産
業
は
五
四
〇
チ

ェ
ー
ン
・
五
万
五
、
四
六
五
店
舗
、

サ
ー
ビ
ス
業
は
三
六
六
チ
ェ
ー
ン
・

九
万
四
、
八
八
八
店
舗
。

売
上
高
を
み
る
と
、
小
売
業
で
は

大
手
家
電
量
販
店
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ズ
方
式
採
用
に
よ
り
前
年
比
四
・

九
％
増
の
一
三
・
六
兆
円
（
う
ち
コ

ン
ビ
ニ
は
同
一
・
五
％
増
の
七
・
六

兆
円
）、
外
食
産
業
は
同
〇
・
九
％
減

の
四
兆
円
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
同
三
・

八
％
増
の
二
・
七
兆
円
。

こ
の
こ
と
か
ら
サ
ー
ビ
ス
業
が
今

後
有
利
と
い
え
ま
す
が
、
今
ま
で
は
、

海
外
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
を
そ
の
ま

ま
持
っ
て
き
て
成
功
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
日
本
人
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
シ
ス
テ
ム
を
考
案
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

３
　
Ｆ
Ｃ
の
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト

Ｆ
Ｃ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

を
加
盟
店
と
本
部
に
分
け
て
見
て
み

ま
す
。

加
盟
店
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
①
短
期

間
で
の
立
ち
上
げ
可
能
、
②
リ
ス
ク

が
低
い
（
本
部
の
開
発
し
た
シ
ス
テ

ム
、
知
名
度
、
ノ
ウ
ハ
ウ
活
用
）、
③

経
験
必
要
な
し
（
本
部
の
指
導
・
教

育
で
運
営
可
能
）、
④
高
い
事
業
成
功

率
と
成
長
期
待
、
⑤
高
い
信
用
（
個

人
で
開
業
す
る
よ
り
金
融
機
関
の
信

用
大
）
、
⑥
販
売
活
動
に
専
念
可
能

（
煩
雑
な
事
務
・
会
計
処
理
等
の
軽

減
）。一

方
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
①
本
部
の

優
劣
に
よ
っ
て
左
右
、
②
標
準
化
さ

れ
た
シ
ス
テ
ム
（
事
業
者
と
し
て
の

創
意
工
夫
の
余
地
が
少
な
い
）、
③
本

部
依
存
体
質
（
経
営
努
力
や
販
売
努

力
を
怠
る
危
険
性
）、
④
契
約
上
の
制

約
（
競
業
禁
止
義
務
、
ロ
イ
ヤ
リ
テ

ィ
他
）。

本
部
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
①
他
人
経

営
資
本
の
有
効
活
用
（
小
資
本
で
短

期
間
に
多
店
舗
展
開
可
能
）、
②
急
速

な
企
業
成
長
実
現
、
③
安
定
し
た
経
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営
基
盤
（
加
盟
金
や
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ

の
徴
収
）、
④
統
一
し
た
チ
ェ
ー
ン
イ

メ
ー
ジ
形
成
、
⑤
環
境
変
化
へ
の
対

応
（
本
部
の
投
下
資
金
は
少
な
い
の

で
新
業
態
へ
転
換
可
能
）。

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
①
継
続
的
な
ノ

ウ
ハ
ウ
開
発
の
必
要
性
（
一
定
期
間

で
業
態
は
陳
腐
化
。
資
金
・
人
が
必

要
）、
②
加
盟
店
と
の
協
調
関
係
の
保

持
（
経
営
主
体
が
異
な
る
加
盟
店
と

共
存
共
栄
の
た
め
の
努
力
大
）、
③
不

振
店
対
策
（
多
額
の
経
費
、
人
員
が

必
要
）。

４
　
Ｆ
Ｃ
本
部
の
実
態

a

Ｆ
Ｃ
化
の
前
提
条
件

◆
店
舗
収
益
性

売
上
高
営
業
利
益
率
一
〇
％
以

上
、
資
本
回
転
率
一
・
五
回
転
以

上
は
必
要

◆
ノ
ウ
ハ
ウ
の
簡
便
性

研
修
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
っ
て

習
得
で
き
る
レ
ベ
ル
。
個
人
的
技

術
が
必
要
な
業
態
不
可

◆
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

絶
対
重
要
で
あ
り
、
二
番
煎
じ
な

ら
差
別
化
で
き
る
有
利
性
が
必
要

◆
ス
リ
ー
ツ
ー
ル
ー
ル

三
店
舗
以
上
の
直
営
店
。
立
地

に
適
応
し
た
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
店
。

最
低
二
年
以
上
の
直
営
店
実
績

（
直
営
店
で
成
功
し
た
シ
ス
テ
ム
で

な
い
と
加
盟
店
募
集
難
）

s

Ｆ
Ｃ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
構
築

◆
商
標
登
録
を
済
ま
す
。
業
種
以
外

の
分
類
で
の
登
録
も
必
要

◆
ノ
ウ
ハ
ウ
の
確
立
（
有
効
な
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
作
成
）

◆
教
育
・
指
導
体
制
（
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
整
備
、
教
育
・
研
修
シ
ス
テ
ム

の
確
立
）

◆
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ン
グ
体
制
（
加

盟
店
を
継
続
指
導
す
る
た
め
の
ス

ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
が
必
要
だ
が
時

間
と
コ
ス
ト
が
か
か
る
）

d

加
盟
条
件
の
決
め
方

◆
加
盟
金
（
相
場
は
十
万
円
か
ら
一

千
万
円
、
開
発
費
用
の
回
収
が
可

能
な
金
額
）

◆
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
の
相
場
は
一
〇
％

程
度
（
定
額
と
定
率
制
が
考
え
ら

れ
る
、
コ
ン
ビ
ニ
は
特
殊
な
算
出

法
）

◆
保
証
金
は
、
売
掛
金
の
担
保
が
目

的
f

加
盟
店
開
発
の
対
象

◆
法
人
か
個
人
か

◆
特
定
の
事
業
主
に
絞
る
方
法
も
あ
る

g

法
的
対
応

◆
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
書
（
Ｆ
Ｃ

専
門
の
弁
護
士
が
見
る
）

◆
法
定
開
示
書
面
（
中
小
小
売
商
業

振
興
法
に
よ
り
開
示
義
務
あ
り
）

◆
法
定
開
示
書
面
の
開
示
事
項
（
チ

ェ
ッ
ク
し
て
お
く
こ
と
）

５
　
Ｆ
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス
の

ト
ラ
ブ
ル
の
現
状

a

売
上
予
測
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル

本
部
が
提
示
し
た
売
上
予
測
を

達
成
で
き
な
い
ト
ラ
ブ
ル
。
一
般

的
に
は
本
部
が
立
地
判
断
し
、
売

上
予
測
し
ま
す
。

s

本
部
の
情
報
開
示
義
務
違
反
の
ト

ラ
ブ
ル

d

契
約
内
容
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

や
め
た
い
場
合
の
違
約
金
の
ト

ラ
ブ
ル

f

競
業
禁
止
義
務
が
招
く
ト
ラ
ブ
ル

Ｆ
Ｃ
に
加
盟
し
な
が
ら
類
似
事

業
を
行
う
こ
と
は
不
可
。
契
約
満

了
（
解
約
）
後
、
一
定
期
間
は
類
似

事
業
不
可
。

g

商
標
使
用
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

h

エ
リ
ア
エ
ン
ト
リ
ー
契
約
の
ト
ラ

ブ
ル

一
般
の
Ｆ
Ｃ
契
約
は
出
店
す
る
店

舗
が
確
定
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
。

エ
リ
ア
エ
ン
ト
リ
ー
で
は
特
定
エ

リ
ア
に
出
店
す
る
権
利
を
買
う
契

約
。
し
か
し
、
加
盟
契
約
し
て
三

年
経
っ
て
も
決
ま
ら
な
い
場
合
、

契
約
金
が
戻
ら
な
い
た
め
ト
ラ
ブ

ル
が
絶
え
ま
せ
ん
。

以
上
を
参
考
に
し
て
、
さ
ら
に

個
々
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
の
経
営
者

へ
の
相
談
、
協
会
の
資
料
を
取
り
寄

せ
る
、
あ
る
い
は
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

専
門
の
中
小
企
業
診
断
士
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
る
等
検
討
が
必
要
で
す
。

【
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
の
看
板
の
力
】

最
後
に
、
あ
る
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

経
営
者
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

Ａ
さ
ん
は
、
Ｓ
コ
ン
ビ
ニ
と
の
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
期
間
が
切
れ
た

と
き
、
こ
の
際
、
ノ
ウ
ハ
ウ
は
わ
か

っ
た
し
、
経
営
手
腕
を
発
揮
し
よ
う

と
独
立
店
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
Ｓ
コ
ン
ビ
ニ
の
看
板

を
は
ず
し
た
翌
日
か
ら
、
従
来
の
売

上
の
半
分
に
も
な
ら
な
く
な
り
ま
し

た
。フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
メ
リ
ッ
ト

を
強
調
し
す
ぎ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
の
看
板
の
力
の
大

き
さ
を
物
語
る
事
例
と
い
え
ま
す
。
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飲食業での創業

商工会議所や信用金庫等金融機関は、創
業を考えている人を対象に「創業セミナー」
を開催しています。その参加者のアンケー
ト調査「どのような商売で独立を志してい
るのか」では、圧倒的多数が“飲食業”と
回答。この「飲食業を行いたい」背景とは。
経営コンサルタント・Ａ氏は、市場規模

の安定と、てっとり早く儲けられそうだ、
と考えているからではないかと話します。
はたして「飲食業は儲かる商売か」を中

心に、以下で検討しましょう。
a 市場性…飲食業界の市場規模は、ほぼ
横ばいとなっているものの、宝石業のピ
ーク時の４分の１、着物業のピーク時の
10分の１などと比較すると安定してお
り、市場規模も25兆円位と大きい。

s 原価構造…通常の小売業では、既に仕
入れ値で差があり大規模店にかなわな
い。

このハンデは飲食業にもありますが、
粗利益率が高いので、お客に“どう提供
するか”の工夫の余地が大きい。工夫す
れば利益が上がる点は、小売店というよ
りメーカーに性格が似ています。

d 競合店…既存の競合する店は、まだま
だ旧態然とした経営を行っています。厨
房からの発想であり、マーケティングマ
ネジメントをしっかりすることで勝算が
十分あると思います。

f 参入障壁…オーナーが調理できないと
運営に支障が出る場合があります。従業
員の協力を常に期待するのは禁物です。

g 立地関係…既に経営されている方の中
では“味が良いからウチは繁盛している”
と言う方がいます。しかし、飲食業も立
地商売です。それなりの場所でやれば、
ある程度は安心して商売が続けられま
す。

h ネット広告等の発達…少し難しい立地
の場合、ネット広告が有効になる。
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魚
離
れ

日
本
人
は
、
魚
を
食
べ
る
量
が
減

っ
て
き
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

Ｙ
市
魚
業
組
合
の
理
事
Ａ
さ
ん

は
、「
親
が
魚
の
料
理
を
し
な
く
な

っ
た
ね
。
我
々
の
組
合
は
市
役
所
と

協
力
し
て
魚
料
理
の
講
習
会
を
年
三

回
行
っ
て
い
る
。
参
加
者
の
お
母
さ

ん
の
中
に
は
、
出
刃
包
丁
を
持
っ
て

い
な
い
の
で
菜
切
り
包
丁
を
持
っ
て

き
た
り
、
さ
び
た
包
丁
を
持
っ
て
く

る
人
も
い
る
。
そ
の
た
め
、
組
合
で

出
刃
を
用
意
す
る
こ
と
に
し
た
」

Ｙ
市
の
魚
屋
Ｂ
さ
ん
は
、

「
小
学
校
の
給
食
に
魚
を
出
す
こ
と

が
あ
り
、
要
求
さ
れ
る
の
は
…
。
一

年
生
は
五
〇
グ
ラ
ム
位
、
三
年
生
は

七
〇
グ
ラ
ム
位
。
そ
し
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大学生の「中小企業観」

中小企業経営者Ａさんは実体験を踏ま
えた大学生への講義で「中小企業とは何
かを数字でなく定義して下さい」と質問
しました。102人の回答の集計では、
① 「日本経済にとってなくてはならな
い、人が生きていくのに必要な存在」
（31人）、「大手がやらない、地域や顧
客のために必要なものを提供する存在」
（21人）、計52人。
② 「大手企業の下請け」（13人）、「大
企業を支えている」（12人）、「小さな
部品を作る存在」（13人）、「縁の下の
力持ち」（11人）、計49人と拮抗。
残る１人は「株式を自らの身内で保有

し、会社内で特に何もしていない社長の
母親などを社員にし、金を横取りしてい
る会社」という回答。
Ａさんは、中小企業は「人間が必要と

されるものをもう一度見直し、困ってい
ることに応える企業」になろうと改めて
考えました。


